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世
の
中
か
ら
酒
を
な
く
そ
う
と
し
た
禁

酒
運
動
は
、
一
九
一
九
年
に
ア
メ
リ
カ
で
禁

酒
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
も
有
名
な
国

際
的
な
運
動
で
、
日
本
に
も
広
が
り
ま
し

た
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
制
定
の
未

成
年
者
飲
酒
禁
止
法
成
立
は
、
全
米
禁
酒
法

の
成
立
が
影
響
し
ま
し
た
。
現
在
は
タ
バ
コ

規
制
に
ア
ル
コ
ー
ル
規
制
が
付
随
し
た
感

が
あ
り
ま
す
が
、
戦
前
は
正
反
対
で
禁
酒
運

動
が
主
で
、
禁
煙
運
動
が
付
随
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
明
治
期
か
ら
宣
教
師
が
広
め
、

国
民
の
衛
生
、
風
紀
に
加
え
、
生
活
、
労
働

の
問
題
、
ア
ル
中
の
優
生
学
的
問
題
な
ど
、

他
国
と
同
じ
く
多
様
に
展
開
し
ま
し
た
。 

 

戦
前
の
福
岡
県
は
炭
鉱
の
禁
酒
運
動
が

盛
ん
で
、
三
井
田
川
禁
酒
会
は
、
全
盛
期
に

総
会
員
数
六
千
人
台
で
「
世
界
一
の
禁
酒
炭

鉱
」
と
呼
ば
れ
、
日
鉄
二
瀬
に
い
た
山
本
作

兵
衛
も
昭
和
初
期
は
禁
酒
会
員
で
し
た
。 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
石
田
和
吉
『
む

な
か
た
』
は
、
酩
酊
し
警
察
の
保
護
を
受
け

た
宗
像
郡
人
の
多
さ
を
嘆
き
、
「
戸
口
の
割

合
に
酒
造
高
の
多
い
宗
像
は
、
矢
張
り
よ
く

飲
め
る
郡
」
と
評
し
ま
し
た
。
一
方
、
宗
像 

      地
域
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
成
立

し
た
福
岡
県
禁
酒
連
盟
の
一
角
を
な
す
な

ど
県
全
体
で
も
無
視
で
き
な
い
動
き
を
見

せ
ま
す
。 

    
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
十
二
月
に
大

日
本
節
酒
会
が
発
会
し
ま
し
た
。
酒
の
害
を

意
識
し
つ
つ
、
交
際
、
風
習
上
の
都
合
上
、

禁
酒
で
な
く
、
節
酒
を
唱
え
ま
し
た
。
翌
年

に
宗
像
郡
の
酒
造
家
た
ち
が
入
会
し
ま
し

た
。
文
明
開
化
の
も
と
、
酒
と
結
び
つ
き
が

ち
な
歌
舞
音
曲
を
控
え
、
勤
倹
貯
蓄
を
試
み

た
よ
う
で
す
。 

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
十
月
は
、
宗

像
郡
田
島
村
の
柴
田
亀
太
郎
ら
が
節
酒
会

を
作
り
ま
し
た
。
自
殺
、
事
故
、
犯
罪
者
、

病
気
、
貧
困
な
ど
を
酒
の
害
と
結
び
つ
け
る

も
、
外
国
で
酒
を
禁
じ
た
過
酷
な
法
律
に
効

果
は
な
く
、
節
酒
に
留
め
、
富
国
強
兵
、
家

庭
平
和
、
子
孫
の
繁
栄
を
図
る
と
し
ま
し

た
。
同
会
は
節
酒
貯
金
を
し
、
慈
善
事
業
を

行
う
こ
と
も
掲
げ
ま
し
た
。 

    

明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
頃
、
宗
像

郡
池
田
村
の
井
土
蛟
愛
が
禁
酒
会
を
作
り

ま
し
た
。
宗
像
四
国
東
部
霊
場
第
七
七
番
札

所
（
池
田
梛
野
薬
師
）
の
敷
地
に
井
土
を
称

え
る
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
井
土
は
、
池
田
村

の
農
家
に
生
ま
れ
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八

八
）
年
に
修
明
学
会
を
組
織
し
、
晴
耕
雨
読
、

勤
勉
貯
蓄
の
方
案
を
説
き
、
入
学
者
を
集
め

ま
し
た
。
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に

韓
国
に
渡
る
も
病
で
失
明
し
、
鍼
灸
医
と
な

り
帰
村
し
、
禁
酒
会
を
設
け
る
な
ど
村
の
殖

産
興
業
を
図
り
ま
し
た
。
た
だ
、
禁
酒
会
は

日
露
戦
争
の
頃
、
圧
迫
や
妨
害
を
受
け
た
よ

う
で
す
。
戦
時
は
兵
士
の
送
出
や
凱
旋
の
際
、

酒
盛
り
が
付
き
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
原
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
一
月
、
宗
像

禁
酒
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
前
後
に

宗
像
郡
に
は
神
興
村
禁
酒
会
、
上
西
郷
村
禁

酒
会
が
あ
り
ま
し
た
。
東
郷
町
公
会
堂
で
の

発
会
式
は
、
東
京
、
大
阪
、
筑
豊
、
八
幡
の

禁
酒
運
動
家
を
含
め
た
三
〇
〇
名
が
集
ま

り
、
郡
出
身
の
武
谷
廣
（
九
州
帝
大
付
属
病

院
長
）
が
講
演
し
ま
し
た
。
会
長
は
宗
像
郡

医
師
会
長
の
三
野
原
愛
四
郎
で
、
会
員
も
医

師
、
村
長
な
ど
指
導
層
、
教
師
、
牧
師
な
ど

が
名
を
連
ね
ま
し
た
。
こ
の
会
は
昭
和
三
年

結
成
の
福
岡
県
禁
酒
連
盟
の
一
角
を
な
し
、

未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
の
励
行
を
福
岡
県

に
陳
情
す
る
な
ど
県
内
各
地
に
禁
酒
を
広

め
る
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。 

（
近
代
部
会 

横
山
尊
） 

宗
像
地
域
の
禁
酒
運
動 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
近
代
部
会
か
ら
～ 

禁
酒
運
動
と
福
岡
県 

ま
ず
は
節
酒
か
ら 

宗
像
禁
酒
同
盟
会
の
発
会
ま
で 
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